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 1-1 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

第1章  合同調整委員会の開催 
 

合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）は先方政府が主体となり、概ね 6 ヵ月に 1

回の頻度でプロジェクトの経過報告と調整を行うものである。JCC においては、PDM における

指標の決定、年間計画の承認、進捗、レビューと評価、意見交換等を実施する。 

 

1.1 合同調整委員会（JCC） 

本プロジェクトでは、下表のとおり全部で 6 回の JCC を開催した。各 JCC の開催報告を

以下に述べる。 

 

表 1.1-1 合同調整委員会の開催状況 

会議名 開催日 

第 1 回合同調整委員会 2011 年 8 月 18 日 

第 2 回合同調整委員会 2012 年 8 月 7 日 

第 3 回合同調整委員会 2013 年 2 月 13 日 

第 4 回合同調整委員会 2013 年 10 月 8 日 

第 5 回合同調整委員会 2014 年 3 月 20 日 

第 6 回合同調整委員会 2014 年 7 月 31 日 

 

1.2 第 1回合同調整委員会（2011年 8月 18日開催） 

2011 年 8 月 18 日に開催された第 1 回合同調整委員会（JCC）では、本プロジェクト開始

まもなく開催された。本プロジェクト目的、取り組む課題とその実施方法、実施体制等に

ついて説明を行った。これにより、カウンターパートである WRMA ならびに関係機関と

ディスカッションを行い意識の共有をはかり、プロジェクトへの理解と協力を要請した。

（詳細は「添付資料 7-1 第 1 回合同調整委員会議事録等」を参照） 

 

  



第Ⅳ部 
プロジェクトの活動内容（全成果共通） プロジェクト業務完了報告書 

ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 1-2 
効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

表 1.2-1 第 1 回 JCC 議事 

 

 

1.3 第 2回合同調整委員会（2012年 8月 7日開催） 

2012 年 8 月 7 日に開催された第 2 回 JCC では、プロジェクトチームが本 JCC 開催時点ま

での調査結果に基づく今後の方針を説明した。プロジェクトにおける実施内容とスケ

ジュールを WRMA ならびに各関係機関に示し、合意得を得るとともに協力を要請した。

その結果、本プロジェクトで実施するテーマは次の 4 点に絞られることが確認された。 

① 洪水に強いコミュニティ作り 

コミュニティ強化のためには、洪水対策を SCMP に入れ込むこと、SCMP 作成の際

の手本となる WDC マニュアルを洪水管理の項目を追加すること、土木の知識を持つ

WRMA 職員を増員すること、洪水に係るステークホルダーをコーディネートするた

めのシステム作りを目指すことが合意された。 

② 洪水による犠牲者の軽減 

洪水観測システムの構築、簡易型の洪水早期警戒システムの設置、効果的な水位観測

所の選定および観測を目指すことが確認された。 

③ 流域単位での洪水管理計画策定のためのシステム作り 

④ 効果的な洪水管理のためステークホルダー間の調整を行うシステムの設立 



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 1-3 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

テーマ③、④共通で、洪水に関する情報が関係者間で共有されること、各省庁や関係機関

の調整を行うこと、WRMA がケニア国での洪水管理をリードすることを目指すものとし

た。（詳細は「添付資料 7-2 第 2 回合同調整委員会議事録等」を参照） 

表 1.3-1 第 2 回 JCC 議事 

 

 

1.4 第 3回合同調整委員会（2013年 2月 13日開催） 

2013 年 2 月 13 日に開催された第 3 回 JCC では、JICA 中間評価団によって実施された評

価結果の承認、プロジェクトの進捗状況の報告、ならびに今後の計画についてのディス

カッションがなされた。プロジェクトチームからは PDM に沿った本プロジェクトの現在

までの進捗状況を報告し、ケニア国側が確認を行い承認された。 

  



第Ⅳ部 
プロジェクトの活動内容（全成果共通） プロジェクト業務完了報告書 

ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 1-4 
効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

表 1.4-1 第 3 回 JCC 議事 

 

 

第 3回 JCC 時において確認されたプロジェクト活動における PDM上の成果 1と成果 2を

以下に示す。（詳細は「添付資料 7-3 第 3 回合同調整委員会議事録等」を参照） 

成果 1 流域統合洪水管理の概念の下、引き続き CMS や SCMP、WDC マニュアル等

の法的枠組みの中に洪水対策の項目を入れ込むことを目指すことを提言した。

また、WRMA の能力強化に関し、今後の研修計画の概要、スケジュール、内

容の案を示し承認された。 

成果 2 洪水管理計画が Isiolo および Lumi 川流域で現在作成中であること、また、そ

れに関連して両流域の統合洪水管理委員会の開催が準備され実施されている

ことを説明した。WRMA からはコミュニティレベルでの活動に関し、各パイ

ロット・サブ流域の SCMP への洪水管理計画の組み込みを急ぐべきとの意見

が出された。 



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 1-5 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

1.5 第 4回合同調整委員会（2013年 10月 8日開催） 

2013 年 10 月 8 日に開催された第 4 回 JCC では、PDM に沿って実施されているプロジェ

クトの進捗状況を報告するとともに、PDM の修正、実施スケジュール、研修計画等につ

いて議論しケニア国側の了承を得た。（詳細は「添付資料 7-4 第 4 回合同調整委員会議事

録等」を参照） 

 

表 1.5-1 第 4 回 JCC 議事 

 

 

第 4 回合同調整委員会（JCC）における議論のポイントを以下に示す。 



第Ⅳ部 
プロジェクトの活動内容（全成果共通） プロジェクト業務完了報告書 

ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 1-6 
効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

① PDM の指標（2 つの指標の確定）について了承された。 

 研修の参加者の割合（数）：(1-4) More than 40 persons of WRMA staffs attend training 

course by the end of this Project. 

 コミュニティ防災活動の従事者数：(2-3) More than 25 number of WRMA staffs have 

experience of community based flood management activities in the Project target areas. 

② 実施スケジュールについて了解された。 

③ 3 つのパイロット・サブ流域におけるプロジェクトの進捗について説明し、了承され

た。 

④ 研修計画について了承された。 

⑤ Lumi 川流域において、Taita Taveta County 知事から洪水制御のための堤防や排水路な

どの構造物対策を早期に実施するための技術的支援の要望があったことの報告を

行った。 

1.6 第 5回合同調整委員会（2014年 3月 20日開催） 

2014 年 3 月 20 日に開催された第 5 回 JCC では、JICA 終了時評価団によって実施された

評価結果の承認、プロジェクトの進捗状況の報告、ならびに今後の計画についてのディス

カッションがなされた。プロジェクトチームからは PDM に沿った本プロジェクトの現在

までの進捗状況を報告し、ケニア国側が確認を行い承認された。（詳細は「添付資料 7-5 第

5 回合同調整委員会議事録等」を参照） 
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プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 1-7 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

表 1.6-1 第 5 回 JCC 議事 

 

 

1.7 第 6回合同調整委員会（2014年 7月 31日開催） 

2014 年 7 月 31 日に開催された第 6 回 JCC では、プロジェクト活動の終了に伴い、PDM

に沿った本プロジェクトの成果を報告するとともにケニア国側がディスカッションと確

認を行い報告内容が承認された。ケニア国側より今後の活動についての計画が発表された。

（詳細は「添付資料 7-6 第 6 回合同調整委員会議事録等」を参照） 

Project on Capacity Development for Effective Flood Management in Flood Prone Areas 
in the Republic of Kenya 

Workshop and 5th Joint Coordinating Committee (JCC) Meeting 

Agenda 

 

Date: 20th March 2014 Thursday 

Venue:Utalii College, Nairobi 

(MC: Mr. Alexander Nzyuko, DTCM, WRMA) 

8:00- 8:30  30min Registration 

8:30- 8:35  5min Opening Remarks from MEWNR (Dir. Nyaoro) 

8:35- 8:40  5min Opening Remarks from WRMA (Eng. Olum, CEO) 

8:40- 8:45 5min Opening Remarks from JICA Kenya Office (Mr. Eguchi, Chief 

Representative) 

8:45- 9:00 15min Opening Remarks from JICA Project Team (Eng. Kondo, Chief 

Advisor) 

9:00- 9:20 20min Report on activities on Output 1 including Training in Kenya 

and Japan, Revision of WDC Manual, Establishment of FMD, 

Revision of NWRMS and CMSs (Eng. Kimanga, WRMA-FMU) 

9:20- 9:50 30min Report on activities on Output 2 from Isiolo Sub Catchment 

(WRMA-SRM&WRUA&KRCS) 

9:50- 10:20 30min Report on activities on Output 2 from Lower Lumi Sub 

Catchment (WRMA-SRM&WRUA&KRCS) 

10:20- 10:50 30min Report on activities on Output 2 from Lower Gucha Migori Sub 

Catchment (WRMA-SRM&WRUA&KRCS) 

10:50- 11:05 15min Tea Break 

11:10- 11:40 30min Discussion on the reports (Facilitator: Eng. Wanyoni, 

WRMA-DTCM） 

11:40- 12:00 20min Disaster Management Policy, Post-Hyogo Framework for 

Action (HFA) and World Conference on Disaster Risk 

Reduction (WCDRR) (Mr. Gordon Otieno Muga, Ministry of 

Interior and Coordination of National Government) 

12:00- 13:00 60min Discussion on “Devolution and Flood Management” 

(Facilitator: Eng. Wanyoni) 

13:00- 13:50 50min Lunch Break 

14:00- 14:30 30min Result of the Terminal Evaluation of the Project (JICA 

Terminal Evaluation Study Team) 

14:30- 15:00 30min Discussion on the result of the Terminal Evaluation 

(Facilitator: Eng. Wanyoni) 

15:00- 15:15 15min Tea Break 

15:15- 15:35 20min Future development of flood management after the Project 

(Eng. Kimanga) 

15:35- 15:55 20min Discussion on the Future development of flood management 

after the Project (Facilitator: Eng. Wanyoni) 

15:55- 16:00 5min Closing Remarks from JICA Terminal Evaluation Study Team 

(Mr. Miyata, Director of Disaster Management Division 1, 

Global Environment Department, JICA) 

 



第Ⅳ部 
プロジェクトの活動内容（全成果共通） プロジェクト業務完了報告書 

ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 1-8 
効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

表 1.7-1 第 6 回 JCC 議事 

 

  

Project on Capacity Development for  Effective Flood Management in Flood Prone Area  
in the Republic of Kenya   

  
6 th   Joint C oordinating   Committee (JCC) Meeting   

Agenda   
  

D ate:  31st   July   2014 Thursday   
Venue:   Utalii ,   Nairobi   

(MC:  Eng. Matagaro , DTCM   - FM , WRMA )   

8:30 -   9:0 0     30   min   Registration   

9:00 -   9:0 5   5   min   Opening Remarks from MEWNR (Dir. Nyaoro , MEWNR )   

9:05 -   9:1 0     5   min   Opening Remarks from WRMA (Eng. Olum, CEO , WRMA )   

9:10 -   9:1 5   5   min   
Opening Remarks fr om JICA (Mr. Hanai ,  Senior   

Representative , JICA Kenya Office )   

9:15 -   9:25   10 min   
Background and  O u tline of the Project  ( Mr .  Sawa ,  JICA  
Project Team )   

9:25 -   9:5 5   30   min   Report on   Output 1 ( Mr. Simon Mwangi,  WRMA - FMU )   

9:55 -   10:1 5   20   min   Discussion   

10:15 -   10:4 5   30 min   Report on Output 2 ( Ms. Elizabeth Diego , WRMA FMU)   

10:45 -   11:0 5   20 min   Discussion   

11:05 -   11:20   15 min   Tea Break   

11:20 -   11:50   30   min   
Report of capacity development   on flood management in  
WRMA (Mr.  Alexander Nzyuko ,  WRMA - FMU )   

11:50 -   12:10   20 min   Discussion   

12:10 -   12:30   20 min   
Presentation on the  Next ste p   on flood management in  
WRMA   (Eng.  Kinyua ,  TCM)   

12:30 -   12 : 55   25  min   W rap - up discussion / Handing Over of Instruction manuals   

12:55 -   13:00   5   min   Closing Remarks   ( Dir. Nyaoro, MEWNR ）   

13:00 -   13:10   5 min   Vote of thanks (Mr. James Ambuso , FAM )   
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Remarks
Q1 Q2 Q3 Q4

DTCM(FM)

Identify, map and monitor the monitoring stations

for flood monitoring and prediction (weather and
river monitoring stations)

                 2 No. DTCM(FM)             -

Establish/Rehabilitate/Upgrade targeted flood
monitoring networks into realtime

                18 No. DTCM(FM)            5.00

Mainstream flood management in RVCA
Catchment Management Strategy

                 1 No. DTCM(FM)            0.05
RVCA CMS to be revised

Develop integrated River Basin Flood
Management Plans for Awach Kano, Perkerra

and Engare Narok(Rumuruti)

                 6 Draft IFMPs DTCM(FM)  Below

PC requirement

 + Execution of training for WRMA                  6
No. DTCM(FM)

           2.00

6 ATCM-FM trained on
modelling and 6 RO trainings
of gauge readers

 + Execution of training for WRUA (2 Weeks)
(Including drawing Community based hazard
map)

                 6
No. DTCM(FM)

            -

WRUA trained on FM

 + Reflecting IFM to SCMP (1 weeks)                  9
No. DTCM(FM)

 Budget with
CD

CD to take the lead on 6
selected RO anfd 3 pilot
project areas

 + Formurating and holding of IFMC                18
No. DTCM(FM)

           7.25
3 FMCs for each of the 6
River basins

 + Site survey and Collecting river basin data
(Natural and Socio-economic condition,
Development plan)

                 6
Reports DTCM(FM)

           0.60
6No draft IFMC done

 + Drafting IFMP (Including plan of flood counter
measures)

                 6
Reports DTCM(FM)

           0.60
For 6No River Basins

 + Site survey for flood damage data and
Analysis of flood characteristics(after every
flood for all 15No SRs)

                 6
reports DTCM(FM)

           3.00

All SROs
  + Fabrication and installation of FEWS for all
SRs

               18
No. DTCM(FM)

           0.60
All SROs

Implement integrated River Basin Flood

Management Plans for Isiolo, Taveta, Lower Lumi
and Nyando

                 3 No. DTCM(FM)

           8.00
All the 4No previous pilot
areas

Carryout water resources
assessment

Undertake flood impact studies for 6No among
the 15No flood prone areas

                 6 reports DTCM(FM)            0.60
Detailed surveys

Improve access  to i nformation by :               100 % DTCM(FM)
Prepare periodicals on flood management

activities taking place in the flood prone areas

                 1 report DTCM(FM)            0.05

Customer Service Charter
Carryout service delivery

innovations

Operationalization of innovation (Convinient rain

and water gauge)

                 1 No. DTCM(FM)            0.30 Community based Flood Early
Warning System(CBFEWS)

Implementation of the

Constitution Build capacity of the CGs on the FM                  1 No.

DTCM(FM)

           0.30 Constitutional requirement
Enhance Institutional

automation

Provide a list of requirements of setting flood

control rooms

                 1 No. DTCM(FM)             -

Hydromet IT equipment

Real-Time Forecasting and
Decision Support System (6
RGS and 12 Rnfall stations)

 Budget
(Ksh. M)

OBJECTIVES STRATEGIES ACTIVITIES/PROJECTS  ANNUAL
TARGETS

ANNUAL CORPORATE WORK PLAN FOR FY 2014/15

Improve water resource
management tools

Service Delivery System

S
E
R

V
IC

E
 D

E
L
IV

E
R

Y 2. To maintain
efficiency and

effectiveness in water
resource planning and

management

Modernize water resource
monitoring networks

Mapping out all the flood prone areas within the
15No flood prone areas

                 1 Reports            0.10

UNIT OF
MEASURE

LEAD ACTOR REGIONAL QUARTERLY TARGETSINDICATOR

表 1.7-2 本プロジェクト終了後における WRMA の洪水管理にかかる今後の活動計画（1） 
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Partner wi th other i ns ti tutions  on:

Carry out joint studies of flood prone areas

(Modelling)

                 1 Report DTCM(FM)            0.10

Detailed Surveys
Engage with County governments on legislation

and planning (Pilot  6No Counties on capacity
building of IFM) . Prepare project proposals

                 1 Report DTCM(FM)  above

Constitutional requirement
Repairs:  equip. and
machinery

Implement repair schedule of key Flood
monitoring stations.

                 1 Report DTCM(FM)
           0.20 After installations

Maintenance: Machinery,

Building and equipment

Implement maintenance schedule of key Flood

monitoring stations.

                 1 Report DTCM(FM)  above

After installations
Research and development Research, development and capacity

building(Capacity build 6No Hydrologist(ATCM
FM) on Flood prediction using Crest and IFAS

models) and Flood Risk Modeling)

                 1 Report DTCM(FM)            0.30

Detailed Surveys
Develop institutional

competency

Identify skills gaps for training of ATCM-FM &

FMOs

                 1 policy doc DTCM(FM)             -

Tota l       28.95

D
Y
N

A
M

IC
/ 

Q
U

A
L
IT

A
T
IV

E 5. To promote

partnerships, build
institutional capacity

and Improve work
environment

Promote Partnerships

表 1.7-3 本プロジェクト終了後における WRMA の洪水管理にかかる今後の活動計画（2） 



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 2-1 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

第2章  ワーキンググループ会議の開催 
 

本プロジェクトでは、地元コミュニティとの連携のもとに活動を進めていくため、WRMA 本局、

地方事務所のメンバーで構成されるワーキンググループを形成し、このグループで共同作業や協

議を行うための会議を実施した。 

 

2.1 ワーキンググループ会議 

ワーキンググループ（WG）は、長期派遣専門家、短期派遣専門家およびコンサルタント

から構成されるプロジェクトチームのカウンターパートになるメンバーのことである。 

WG トップとして、WRMA 本局のテクニカルコーディネーションマネージャーが配置さ

れている。WRMA 本局から、洪水管理ユニット（Flood Management Unit: FMU）が配置さ

れている。プロジェクト対象地域の WRMA 地域事務所、サブ地域事務所から、地域事務

所長、サブ地域事務所長、流域管理オフィサー、表流水オフィサー、コミュニティ開発オ

フィサー、そして、新設された洪水管理オフィサーが WG のメンバーとして配置されて

いる。 

本プロジェクトにおいて、地方にパイロットとして設定した河川流域が 3 つあり、それぞ

れをWRMAの地方出先機関であるRO(Regional Office)とそれに所属する SROが管轄して

いる。 

プロジェクトチームがパイロット流域での活動を推進するには、地元コミュニティとの協

力が不可欠である。したがって、FMU とプロジェクトチームは、地元コミュニティとよ

り緊密な連携をはかるため、また、活動によって得られる知見や教訓などを共有し、現地

に浸透することを狙い、FMU、RO、SRO、プロジェクトチームのメンバーが一同に会す

るワーキンググループ会議を開催した。ワーキンググループの開催状況を以下に示す。 

 

表 2.1-1 ワーキンググループ会議と開催日 

会議名 開催日 

第 1 回ワーキンググループ会議 2012 年 2 月 21 日 

第 2 回ワーキンググループ会議 2012 年 7 月 26 日 

第 3 回ワーキンググループ会議 2012 年 8 月 2 日 

第 4 回ワーキンググループ会議 2012 年 11 月 29～30 日 

第 5 回ワーキンググループ会議 2014 年 6 月 4～5 日 

 



第Ⅳ部 
プロジェクトの活動内容（全成果共通） プロジェクト業務完了報告書 

ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 2-2 
効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

2.2 第 1回ワーキンググループ会議（2012年 2月 21日開催） 

第 1 回ワーキンググループ会議における主な協議内容は、以下のとおりである。同会議の

議事録等を付属資料 4-1 に示す。 

(1) ベースライン調査の結果報告 

ローカルコンサルタントの Environ Check Ltd.に委託して実施した、ベースライン調査に

ついて結果報告と質疑応答を行った。ローカルコンサルタントからは、720 件を対象に実

施した調査結果や調査過程で作成した GIS データ等が提供され、疑義のあるものについ

てはワーキンググループメンバーから後日出されるコメントによって修正されることに

なった。 

(2) Flood Management Forum の設立にむけたプロジェクト対象エリアに関するレポート 

3 つの Sub-catchment から各々のフォーラムメンバーの人選についての状況や候補者につ

いての報告がなされ、2 月 24 日までに WRMA 本局へプロポーザルを送ることになった。 

(3) SCMP に取り込まれるべき統合洪水管理について 

統合洪水管理の考え方が SCMP に取り込まれることが決まり、これについて必要な情報

を WRMA 本局、RO、SRO から WRUA へ提供することになった。また、SCMP への洪水

管理がとりこまれることについて FMU が WSTF との調整を行うことになった。 

(4) プロジェクトからの進捗報告 

プロジェクトチームから、PDM にそって活動状況について報告がなされた。 

(5) ケニア国における洪水管理の枠組みについての提案 

プロジェクトチームから、検討した洪水管理の枠組みについて説明がなされ、そのドキュ

メントをラミネート加工してワーキンググループのメンバーに配布することになった。 

(6) JICA チーフアドバイザーのワークプラン 

小林チーフアドバイザーよりワークプランの説明がなされ、研修のプランをもう少し前倒

ししてほしいとの意見が出た。 

(7) プロジェクトチームのワークプラン 

プロジェクトチームよりワークプランの説明がなされ、直近の JCC の Agenda についての

質疑を行った。 



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 2-3 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

 

2.3 第 2回ワーキンググループ会議（2012年 7月 26日開催） 

第 2 回ワーキンググループ会議における主な協議内容は、以下のとおりである。同会議の

議事録等を付属資料 4-2 に示す。 

(1) 情報収集状況の報告 

3 つのプロジェクトサイト毎に、Sub Regional Manager と Flood Management Activity 

Supervisor から情報収集状況について説明と報告がなされた。一部の未入手のデータにつ

いては、以下のメンバーからデータが提供されることを確認した。 

 地形図 Mwakamba 氏（Ath Regional Manager） 

 DH ファイル Nzyuko 氏（WRMA FMU） 

 洪水被害方法 各 Sub Regional Manager 

(2) Effective Flood Management Workshop の開催準備 

Technical Coordination Manager である Kinyua 氏より、コンセプトノートが説明され、2012

年 8 月 7 日に Nairobi で Effective Flood Management Workshop を実施する旨の案内があっ

た。また、当日実施するプレゼンテーションの内容と発表者についての調整を行い、各プ

ロジェクトエリアの Sub Regional Manager が行うことで合意された。このほか、KRCS と

スペシャルプログラム省からもプレゼンテーションを行うことで合意された。 

2.4 第 3回ワーキンググループ会議（2012年 8月 2日開催） 

第 3 回ワーキンググループ会議における主な協議内容は、以下のとおりである。同会議の

議事録等を付属資料 4-3 に示す。 

(1) 情報収集状況の報告 

3 つのプロジェクトサイト毎に、Sub Regional Manager と Flood Management Activity 

Supervisor から情報収集状況について説明と報告がなされた。一部の未入手のデータにつ

いて、チェックリストを確認した。主な未入手のデータは以下のとおりであり、収集責任

者と提出期日について確認した。 

 Isiolo エリアにおける人口の増減 

 農工商業統計データ 

 Gucha Migori における High Discharge Equation 

 Isiolo における過去の洪水記録 

(2) Effective Flood Management Workshop の開催準備 



第Ⅳ部 
プロジェクトの活動内容（全成果共通） プロジェクト業務完了報告書 

ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 2-4 
効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

プロジェクトチームより、タイムスケジュールおよび担当者と作業割り当てについて説明

した。ワークショップのChair PersonはMWIから、セレモニーマスターはWRMA Technical 

Manager の Kinyua 氏が、ファシリテーターは Nairobi 大学の Khroda 教授が務めることで

合意された。 

プレゼンテーションは、Nyatike District のコミッショナーと各プロジェクトエリアの Sub 

Regional Manager が行うことで合意された。 

(3) Joint Coordinating Committee Meeting 

Chair Person は MWI の Permanent Secretary か水資源局長の Nyaoro 氏が務めることで合意

された。 

2.5 第 4回ワーキンググループ会議（2012年 11月 29日・30日開催） 

第 4 回ワーキンググループ会議における主な協議内容は、以下のとおりである。同会議の

議事録等を付属資料 4-4 に示す。 

(1) WRMA 職員のキャパシティアセスメント 

プロジェクトチームより、WRMA 職員に対するキャパシティアセスメントの概要を説明

し、プロジェクトを通して進められるキャパシティ･ディベロプメントとその計画につい

て説明した。 

(2) WRUA メンバーとコミュニティのキャパシティアセスメント 

プロジェクトチームより、WRUA とコミュニティを対象としたキャパシティアセスメン

トの概要を説明し、プロジェクトを通して WRMA が WRUA に対して進めるキャパシ

ティ･ディベロプメントとその計画について説明した。 

(3) KRCS による洪水リスクの軽減活動 

KRCS メンバーより、Nyando および他のエリアにおける洪水リスクを軽減するために実

施した活動事例とその成果について報告を行った。また、WRMA と KRCS が洪水の問題

について協力することの利点についてディスカッションした。 

(4) 河川統合流域洪水管理委員会 

KRCS メンバーより、Nyando および他のエリアにおける洪水リスクを軽減するために実

施した活動事例とその成果について報告を行った。また、WRMA と KRCS が洪水の問題

について協力することの利点についてディスカッションした。 



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 2-5 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

(5) SCMP ならびに WDC マニュアルに取り込まれるコミュニティ洪水管理モジュール 

プロジェクトメンバーより、パイロット河川流域における洪水の特性と現象について、

原因分析表や浸水域を示した地図を用いて解説した。洪水による被害と影響について、

ならびに被害の深刻度によるランク付けについて説明した。また、洪水に対する対策

を提案した。 

2.6 第 5回ワーキンググループ会議（2014年 6月 4日・5日開催） 

第 5 回ワーキンググループ会議における主な協議内容は、以下のとおりである。同会議の

議事録等を付属資料 4-5 に示す。 

(1) WRMA 職員のキャパシティアセスメント（事後のアセスメント） 

プロジェクトチームより、キャパシティアセスメントの概要を説明し、プロジェクトの事

後における改善状況についての評価に取り組んだ。この評価のプロセスで、評価結果を結

論付けた理由を議論し、そこから残された課題と対応策を協議した。 

(2) ナレッジ・マネジメントについての説明と議論 

ナレッジ・マネジメントとして、資料のインデックス付けによる体系的管理と洪水調査を

ルーチン化した業務モデルの導入について提案を行うとともに実施にむけての議論を

行った。ナレッジ・マネジメントの仕組みの最終化は FMU の Simon 氏と詰めることとな

り、実施が合意された。 

(3) 統合洪水管理の全国展開 

プロジェクトチームより、統合洪水管理を全国展開するためのタイムフレームと予算配分

の構想を説明した。12 河川流域のうち、1 年半で 6 河川流域を対象に各流域を並行して導

入のための活動を実施し、その後の 1 年半で残りの 6 河川流域を対象に活動を実施するこ

と、すなわち 3 年間で全国展開を終えることで合意がなされた。 

(4) 洪水フォーラム実施にむけての調整 

大統領の来訪と日程が重なるため、当初の 6 月 18、19 日から同月 24 日、25 日に変更す

ることで調整を行った。プロジェクトチームより、参加メンバーならびに議題について説

明があり、内容について合意がなされた。 

 
  



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 3-1 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

第3章  ワークショップの開催 
 

ケニア国における洪水管理において、行政側には WRMA 以外のステークホルダーも存在し、各々

の関係省庁間での協力関係の構築が重要である。本プロジェクトでは、このような協力関係を鑑

みプロジェクトの活動成果を報告し、議論をする場としてワークショップを実施し広く意見を求

めプロジェクトの活動にフィードバックした。 

 

3.1 ワークショップ 

洪水管理に関する情報を関連する各セクターと関係省庁と共有し、ネットワークを構築す

ることを目的として、前述した JCC の開催に合わせて下表に示す日程でワークショップ

を開催した。 

 

表 3.1-1 ワークショップの開催状況 

会議名 開催日 

第 1 回 ワークショップ 2012 年 8 月 7 日 

第 2 回 ワークショップ 2013 年 2 月 12 日 

第 3 回 ワークショップ 2014 年 3 月 20 日 

 

ワークショップの主要参加者は、WRMA 各層および MEWNR の職員、WRUA メンバー

を始め、各パイロット地域がある 3 地域の district commissioner、ケニア気象局（KMD）、

ケニア高速道路公社（KeNHA）、ケニア都市道路公社（KURA）、国家環境管理庁（NEMA）、

土地省等の省庁関係者およびケニア赤十字などの NGO である。 

プロジェクトの進捗報告のほか、各機関の視点での洪水管理の状況の発表を行うことに

よって、WRMA と参加者の間での情報共有が行われた。水・灌漑省の元事務次官で現在

Nairobi 大学の教授がファシリテーターとなり、参加者全員でのディスカッションも活発

に行われ、各パイロット地域の WRUA の活動報告や現状報告によっての WRUA 間の情

報共有の場にもなっている。 

3.2 第 1回ワークショップの開催（2012年 8月 7日開催） 

第 1 回ワークショップが 2012 年 8 月 7 日に開催された。参加者は、ケニア国側から MWI

局長、WRMA 本部の TM、FMU メンバー、地域事務所、サブ地域事務所の職員であり、

日本側から JICA ケニア事務所職員、プロジェクトチームのメンバーが参加した。本ワー

クショップの議事を以下に示す。 



第Ⅳ部 
プロジェクトの活動内容（全成果共通） プロジェクト業務完了報告書 

ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 3-2 
効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

表 3.2-1 第 1 回ワークショップ議事 

 

本ワークショップでは、テーマ 1「洪水の被害とその原因についての情報共有と統合化」、

テーマ 2「コミュニティ防災活動」にわけて議論した。 

テーマ 1「洪水の被害とその原因についての情報共有と統合化」では、CRC（Crisis Response 

Centre）によって収集される洪水被害額、KMD（Kenya Meteorological Department）によっ

て収集・処理される気象データと水早期警報（Flood Early Warning）、WRMA 地域事務所

によって収集・処理される水文データの 3 点に焦点をあて議論がなされた。各テーマの発

表資料の一部を以下に示す。 
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図 3.2-1  テーマ 1「洪水の被害原因についての情報共有と統合化」 
 

 

図 3.2-2  CRC（Crisis Response Centre）によって収集される洪水被害額 
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図 3.2-3  KMD（Kenya Meteorological Department）によって収集・処理される気象データと 
水早期警報（Flood Early Warning） 

 

 

図 3.2-4  WRMA 地域事務所によって収集・処理される水文データ 
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 3-5 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

テーマ 2「コミュニティ防災活動」では、洪水に強い（レジリエントな）コミュニティと

は何かを、災害発生時のタイムラインの中のどの部分を強化すべきなのかを議論した。 

 

図 3.2-5  洪水に対してレジリエントなコミュニティの構築のための WRUA への支援 
 

また、洪水管理を既存の SCMP へ組み込むことが必要であること、そのためには SCMP

作成のガイドラインである WDC マニュアルに洪水管理を組み込む必要があることをプ

ロジェクトチームから提案した。以下に発表資料の一部を示す。 
 

 

図 3.2-6  既存 SCMP への洪水管理の組み込み 
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ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 3-6 
効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

3.3 第 2回ワークショップの開催（2013年 2月 12日開催） 

第 2 回ワークショップ（WS）が 2013 年 2 月 12 日に開催された。参加者はケニア国側か

ら MWI 局長、WRMA 本部から TM、FMU メンバー、地域事務所、サブ地域事務所の職

員ならびにその他関連機関の構成員であり、日本側から JICA ケニア事務所職員、プロジェ

クトチームのメンバーが参加した。本ワークショップの議事を以下に示す。 

 

表 3.3-1 第 2 回ワークショップ議事 

 

テーマは 3 つに分けられ、テーマ毎にプレゼンテーションとディスカッションが行われた。

テーマ 1 では、ハザードマップの作成について議論が交わされ、作成に必要となる情報や

データの重要性が説かれた。テーマ 2 では、道路、環境分野と洪水管理の関係についての

議論、統合流域洪水管理計画についての議論、ならびに早期洪水警戒システムついての議

論が交わされた。テーマ 3 では、コミュニティにおける洪水管理の実際について、Lower 

Gucha Migori WRUA での取組みの事例を中心に報告がなされ、それについての議論がな

された。各テーマの発表資料の一部を下記に示す。 

 

Workshop on Effective Flood Management 

Agenda 

 

1. Opening Remarks from Ministry of Water and Irrigation 

 

2. Presentation and discussion on theme 1 

Flood Hazard mapping 

 

3. Presentation and discussion on theme 2 

Roads and Flood, NEMA EIA and floods in Kenya context, IFMC in Isiolo, 

Flood early warning in Isiolo 

 

4. Presentation and discussion on theme 3 

Community flood hazard maps, Community based flood early warning in 

Lower Gucha Migori, Community based flood management activities 

 

5. Wrap and closing remarks 
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  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

 

図 3.3-1  テーマ 1 プロジェクトチームからのコミュニティハザードマップ作成に関する発表資料 
 

 

図 3.3-2  テーマ 1 FMU からの IFAS に関する発表資料 
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図 3.3-3  テーマ 2 NEMA からの EIA に関する発表資料 
 

 

図 3.3-4  テーマ 2 KeHNA からの洪水被害対応に関する発表資料 



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 3-9 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

 

図 3.3-5  テーマ 3 LOGUMI WRUA の洪水管理に関する発表資料 

 

3.4 第 3回ワークショップの開催（2014年 3月 20日開催） 

第 3 回ワークショップ（WS）は 2014 年 3 月 20 日に、第 4 回 JCC の中に含まれる形で開

催された。当日、会議は午前の部と午後の部に分かれており、午前に WS を、午後はそれ

に引き続き JCC を実施するという形態をとった。参加者と議事次第は、前述の第 4 回 JCC

での午前の部と共通である。 
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第4章  定例週会議の開催 
 

WRMA 本局の FMU メンバーとプロジェクトチームとが、情報共有・議論をする機会を作り、互

いのコミュニケーションを円滑にするために開催した定例の週会議について概説する。 

 

4.1 定例週会議 

WRMA 本局の FMU メンバーとプロジェクトチームとのコミュニケーションを円滑にす

るため、定例の週会議を実施した。この背景には、FMU は職務上出張が多く、議論や情

報を共有する機会を積極的に持つ必要があった。 

会議内容は多岐にわたるが、概ね以下のような議事構成で行われ、プロジェクトチームか

らの提案について議論と意見交換を行うスタイルで実施した。また、FMU とプロジェク

トチームとで共同で取り組む事項と担当者を明確に設定し、毎回その進捗と成果について

報告と確認を行った。 

 

表 4.1-1 定例週会議における議事構成（例） 
議事構成 

No. 協議事項 内 容 

1. 前回ミーティングのレビュー 
前回ミーティングで決定したこと、設定した課題等について

確認。 

2. トピックス プロジェクトで実施した活動報告やケニア側で関連法規等の

改編など種々の情報について協議し、対処方針等を議論する。

トピックス数はケースバイケース。 

3. トピックス 

4. トピックス 

5. Action Item の進捗報告と確認 
設定した Action Itemの進捗状況や得られた成果を報告すると

ともに、次のステップのために新たな Item を設定する。 

6. A.O.B (Any Other Business) 
その他、協議すべきと考えられる事項を臨機応変に提示し、

議論する。 

(注)トピックスの数と内容は会議毎に異なる。 

 

会議は、2011 年 11 月 1 日に開始した初回会議から 2014 年 6 月 3 日の最終回まで、約 3

年半で合計 116 回の会議が開催された。 

 

 



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 5-1 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

第5章  長期派遣専門家および短期派遣専門家との連携 
 

本プロジェクトでは、長期派遣専門家、短期派遣専門家を投入しており、コンサルタントは各専

門家と連携して活動を実施した。 

 

5.1 長期派遣専門家 

長期派遣専門家は、チーフアドバイザー／洪水管理行政を指導科目としており、本プロ

ジェクト期間中に 2 名の長期専門家が派遣された。各専門家の派遣期間は次のとおりであ

る。 

 小林 肇 長期派遣専門家 派遣期間：2011年 7月から2012年12月 

 近藤克郎 長期派遣専門家 派遣期間：2012年11月から2014年 6月 

長期派遣専門家の業務内容は、WRMA CEO に対する政策アドバイザーとしての役割、な

らびに洪水管理の実務機関である WRMA 本部の政策・方向性に係る業務に対して、助言・

提言を行うことである。長期派遣専門家とコンサルタントとの活動は、プロジェクトチー

ムとして一体となっているため、ここでは長期派遣専門家の具体的な業務を以下に列挙す

る。 

 WRMA が策定する洪水管理に係る将来計画策定に対する助言 

 WRMA が策定する流域管理戦略（CMS）に対する助言 

 WRMA が国家水資源管理戦略（NWRMS）に洪水管理に係る内容が含まれるように助

言を行う際の助言 

 WRMA 職員および関連機関職員を対象に実施する研修システム構築に向けた提言 

 WRMA 本局で実施すべき WRMA 地域事務所およびサブ地域事務所で築盛された知識

を管理する仕組み（ナレッジ・マネジメント）の制度化に向けた作業への助言・提言 

 WRMA が定着させるべき制度（組織、人員、予算、活動資金の手当て）に対する助言 

5.2 短期派遣専門家 

5.2.1 岡積敏雄 短期派遣専門家 

(1) 目    的 

本プロジェクトの活動を促進するに当たり、以下の事項について議論を進めることを目的

とする。 

① ケニア国における持続可能な洪水管理についてのコンセプト 
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② 実施機関である WRMA（水資源管理庁）が担うべき役割の整理 

③ 実施機関である WRMA が現段階で有している洪水管理能力の把握 

④ 実施機関である WRMA が担うべき役割を果たすために習得すべき能力の整理 

⑤ ケニアで構築される WDC による洪水管理の持続発展性の検討（法体系・組織体系・

予算根拠） 

(2) 派遣時期 

派遣期間：2012 年 05 月 27 日から 6 月 2 日 

岡積専門家の現地活動の行程を以下に示す。 

 

表 5.2-1 岡積専門家 現地活動行程表 

日 時 面会者 組織

27日 12:00 Prof. Japheth O. Onyando Technical Advisor GIZ

宿泊 Silver Springs Hotel

28日 9:00 John P. Olum Chief Executive Officer WRMA

10:30 Alexandar M. Nzyuko Deputy Technical Coordinating Manager FMU, WRMA

14:00 Patrick Nduati Mwangi Senior Water and Sanitation Specialist World Bank

15:30 花井淳一、深井芽里 次長、企画調査員 JICAOffice

宿泊 Silver Springs Hotel

29日 9:00 Jaco Mebius
First Secretary/Senior Policy Advisor

Water and Sanitation

Embassy of the Kingdom of the

Netherlands

11:00 Eng. Patrick L. Ombogo Director Water Sector Reform Secretariat MWI

16:30 Eng. Joseph M. Kinyua Technical Manager WRMA

17:10 仲島　涼子 WRMA JOCV for WRUAs' activities JOCV

宿泊 Silver Springs Hotel

30日 9:00 Eng. W.O. Onchoke
Deputy Director of Irrigation, Drainage

and Water Storage
MWI

11:00
Elijah Omusina Bukachi,

others
Assistant Director KMD

14:30 Col Nathan M. Kigotho Director
National Disaster Operation

Centre, Office of the president

16:00 岡村　毅
Deputy General Manager, Water&Energy

Dept.
日本工営

宿泊 Silver Springs Hotel

31日 9:30

Jacqueline K. Musyoki

Maria Notley,

Ann Nabangala Obae

Chief Executive Officer,

Technical Advisor,

Programme Officer, Environement

WSTF

10:45 花井淳一、深井芽里 次長、企画調査員 JICA Office

14:05 John P. Olum Chief Executive Officer WRMA

15:00 John Rao Nyaoro Director of Water Resources MWI

PM Kitangera Field Survey

宿泊 Kibo Slopes Cottages Limited Loitokitok

1日 Loitokitok, Taveta, Lake Jipe Field Survey

宿泊 Silver Springs Hotel

2日 22:45 AF 8003 Departure to France

ケニア国「洪水に脆弱な地域における効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト」
運営管理調査団（第1陣; 岡積敏雄土研ICHARM, 2012年5月27日～6月2日） 行程表

 

出典：岡積敏雄,「ケニア国洪水に脆弱な地域における効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト運営指導

調査団報告書」,2012 年 6 月 4 日  
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(3) 活動概要 

岡積専門家の活動は、WRMA におけるデータの取得保有状況、予警報避難情報ならびに

ケニア国における水セクターのリフォームに関連して情報収集による現状把握と分析で

ある。以下に、各々の活動についての調査結果を示す。 

1) データの取得、精査、保有状況の調査 

ケニア国では、気象、雨量データは KMD が、水位、流量データは WRMA が管轄し

ている。 

これに関連して、WRMA は管理している約 500 水位観測所のうち、200 が直営で運

用しており、残りの 300 は 1000 シリング/月で観測員に計測作業を委託している。水

位観測は、基本的に 2 回/日となっており、時間観測ではない。そのため、勾配があ

る河川の洪水予報には使用できない。 

また、精度管理については情報が入手できず不明であり、特に観測員による計測デー

タは使えない可能性がある。今後 WRMA では、自動観測所を 15 箇所ほど設置する

予定となっている。Water Data Book も年末までに作成予定となっている。 

2) 予警報避難情報の現状 

ケニア国では、天気予報は、当日、3 日後、1 週間後、1 ヶ月後、季節の単位で行っ

ている。予報の基礎となっているのは、衛星情報および気象観測からの予報である。

ケニア国では、気象レーダーもなく見込みを示すのみとなっている。定量的降雨予報

はできていない。 

洪水予報は基本的には行われていない。そもそも、水位の観測が 2 回/日程度となっ

ていることも行われないことの主要因である。 

ただし、地方のコミュニティラジオステーションからの放送がカバーされている地域

においては気象情報が機能している。現時点では一部の地域のみで、まだ全国的に普

及しているわけではない。 

防災情報は、KMD からのルートとは別に Office of the President から Provincial, District

を通じて同時並行に流されている。避難の判断責任は Governor にあるが、大規模災

害の場合について、判断は President が行い District Commissioner を通じて Governor 

に指示がいく仕組みになっている。 

Nzoia 川についてのみ、世銀の支援で堤防、ダムとあわせて自動観測所が設置されて

おり、Flood Management Committeeから洪水予警報を実施している。Flood Management 
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Committee は、WRMA と KMD の共同で Office of the President, Ministry of Sate for 

Special Programme が中心となって設置されたものである。 

赤十字が支援しているプロジェクトにおいて、Ewaso Nyiro の既存の予警報システム

がある。このシステムは行政によるものではなく、主にコミュニティレベルで洪水発

生時にインフォーマルな住民間情報を伝達するシステムとして稼働しているのが現

状である。ただし、洪水の継続時間が長い場合であれば、全くないよりは有効である。 

3) 水セクターリフォーム 

ケニア国では、水セクターがリフォームされる予定であり、基本的に 9 月承認、2 月

の大統領選挙の後に施行されるものであると認識されている。しかしながら、諸外国

のドナー等では、過去の大統領選挙に際にあった政治的混乱の可能性も排除すること

はできず、その施行については懐疑的な見方をしている。 

水セクターリフォームは、憲法(Constitution)の流れを受けての改組であり、国内には

基本的に反対する意見はないとされる。プロジェクト側からの Flood Management の

部分における脆弱性の指摘に対し、WRMA 側からは、ケニア国側では問題ないとの

認識である。理由として、政権がかわっても国が引き続き政策、戦略立案をすすめる

ことがあげられている。 

流域に Management の権限が委譲されることとなるが、実質的には WRMA Regional 

Office の職員が行うことになり実質的な変更は生じない。WRMA-CEO から、「Bill

が変更され、Autonomous Board を乱立させることに対して議会からの訂正意見があ

り、WRMAがそのままBasin Level でもRegional Office が担当することが決まった」

との説明があった。 

世銀の水供給衛生担当者は、水セクターリフォームを歓迎していおり、必要な改組で

あると認めている。水ドナー会議前議長も基本的には同様の意向を示している。 

5.2.2 塚原健一 短期派遣専門家 

(1) 目    的 

洪水管理の原点となる洪水の実態を把握し、そしてその実態から洪水の原因と被害を明ら

かにするために必要なアプローチや考え方を指導すること、また、プロジェクトが取り組

むべき今後の対策の検討について指導することを目的とする。 

(2) 派遣時期 

派遣期間：2012 年 8 月 12 日から 8 月 17 日 

現地における活動行程を以下に示す。 



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 5-5 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

表 5.2-2 塚原専門家 現地活動行程表 

日    付 
実施内容 

備    考 
午前 午後 

8月 12日（日）  
14:45 Nairobi 国際空港着 

18:00 打合せ（行動計画の調整） 
 

8月 13日（月） 

8:30or 9:00  MWI 表敬 

10:00-13:00 WRMA の Technical 

Manager および FMU と Weekly 

Meeting 参加 

14:00-15:30 JAXA 専門家高橋氏講

演会「ALOS 画像を利用した地形図

作成、 その他活用展開の可能性」 

15:45（JICA ケニア事務所長表敬） 

-MWI（Nyaoro 局長） 

-WRMA（オルム長官）

は不在（当該週） 

8月 14日（火） - Action Plan のアップデートの協議 - WS の実施計画案の協議  

8月 15日（水） 

* 地方出張 Taveta  

8月 16日（木） 

8月 17日（金） 
-調査結果のまとめ 

-JICA ケニア事務所報告 
16:40Nairobi 国際空港発  

 

(3) 活動概要 

塚原専門家の活動は、地図や水文情報をはじめとする洪水関連資料の有効活用の方向性を

示し、流域の現地調査を通して、当該地での WRMA の洪水管理の現状と地域の被害実情

等に基づく方向性の指導である。 

1) MWI 局長との会談 

MWI 局長に、日本における豪雨による被災地図や水文データを入れた地図を示し、

水文資料、被災資料活用の一つの方向性を説明した。MWI 局長は、洪水対策の推進

には解りやすい資料で一般に説明することが重要であることを認識し、水文資料、被

災資料利活用の方向性について認識を共有した。 

2) Lumi 川流域現地調査 

Lumi 川流域現地調査においては、WRMA サブ地域事務所（WRMA-SRO）の技術責

任者であるMaina氏に同行してもらい流域内の調査を実施した。Maina氏は低水流観、

高水流観、観測所の実態、地域の具体的な洪水問題等的確に把握し、また地域の要で

ある District Commissioner（DC）Office とも連携をとっており、洪水管理、河川管理

は机上の論では機能しないところに現場での知見もある人材がWRMAに所属してい

ることを確認した。 

洪水管理で最も重要な作業である高水流観については、WRMA においても実施して

いることが確認できた。しかし、実際には WRMA 地域事務所（WRMA-RO）のある
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Machakosに機材が1つあるだけで、常時実施することが困難であることがわかった。

今後は、高水流観の実施実績や必要機材について確認していく必要があることを提案

した。 

現地調査の際に、Maina 氏から Lumi 川流域の被害実態について地図が提出された。

これは、現地では地図、地形図が存在せず、そのような中で洪水の特徴を説明したも

のである。もし、十分な地図、地形図があれば、より適切な洪水管理に大きく資する

との考えを説明した。 

3) Taveta District Commissioner との会談 

Taveta の District Commissioner から洪水管理の重要性を指摘され、本プロジェクトに

よる協力について謝意があった。一方、「Lumi 川流域では予警報は不要で、問題は下

流域の排水不良である。避難しても浸水は長期にわたっているし人的被害はないので

意味はない、それよりもこの流域では適切な洪水管理とは排水対策である。」との指

摘があった。Lumi 川下流域は、地形的にも流速の遅い浸水が長期化する傾向にあり、

District Commissioner の指摘は適切であった。プロジェクトの対象流域は 3 河川流域

であるが、河川流域毎に洪水問題は様々であり、中央レベルで一括して対策を考える

のではなく、地域実情に適合した方策を考える必要があることを提案した。 

5.2.3 大井英臣 短期派遣専門家 

(1) 目    的 

洪水の予警報に関連して、簡易雨量計ならびに簡易水位計を利用してリードタイムによる

警戒・避難の考え方、また、それに伴う運用に関する指導を目的とする。 

(2) 派遣時期 

派遣期間（第1回派遣）：2013年 8月12日から20日 

派遣期間（第2回派遣）：2013年10月14日から29日 

(3) 活動概要 

第 1 回派遣： Isiolo 及び Lumi 川の「流域会議（Integrated Flood Management River Basin 

Committee）」に出席するとともに、両河川流域の現地調査を行った。 

また、現地調査や関係者との意見交換を踏まえコミュニティ早期警報の

整備について提案をとりまとめた。提案したコミュニティ早期警報整備

計画案を以下に示す。 
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 5-7 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

表 5.2-3 コミュニティ早期警報整備計画（案） 

 
出典：大井英臣, 短期派遣専門家第 1 回派遣 出張報告書 

 

第 2 回派遣： Nairobi で実施した第 1 ステージ研修において、警戒・避難についての考

え方と適用事例について解説した。また、警戒・避難を成功に導くため

に必要な手立てや普段の備え、ならびに防災意識の醸成の必要性につい

て説明した。 

本プロジェクトでパイロット・サブ流域となっている Isiolo サブ流域な

らびに Lower Lumi サブ流域において、大町専門家とともに設置とその

後の運用についての指導を行った。 

5.2.4 大町利勝 短期派遣専門家 

(1) 目    的 

洪水の予警報に役立てる簡易雨量計ならびに簡易水位計の製作と野外設置に関する指導

を目的とする。 

(2) 派遣時期 

派遣期間：2013 年 10 月 14 日から 29 日 
 

2013 2014 2015～2020 2020～2045 

プロジェクト実施期間                                           プロジェクト終了後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 機器の

製作・修

理・改善の

ための技

術チーム

の編成 

■ 技術チ

ームに対

する技術

移転（ワ

ークショ

ップ） 

■ Isiolo, 

Lumiでの

機器の設

置・運用・

改善 

■ 残りの４流域でのパイロット事業の実施

（プロジェクト上位目標「プロジェクト終了

後 3 年～5 年で統合洪水管理計画に基づく洪

水管理が全国 6 流域に適用される」に対応） 

Nyando river/Lake Victoria South CA 

Rift Valley CA 

Lake Victoria North CA 

Tana CA 

■ 全 国

展開のた

めの準備 

■ 全 6 流域について、パイロ

ット河川以外の河川に拡大

（2015 年の防災世界会議で

決定される 「 Post 2015 

Framework for DRR 

(2015-2045)」に対応） 
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ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 5-8 
効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

表 5.2-4 大町専門家 現地活動行程表 

 

 

(3) 活動概要 

大町専門家は上記の行動予定表のとおり、まず Nairobi で雨量計ならびに水位計の製作

ワークショップを行った。ワークショップでは、部品の調達を始め、設計図を参照しなが

ら原理や仕組みについて学習する講義が行われた。講義は実習の中で同時並行に行われ、

随時質疑応答を行いながら着実に機器製作を行うことができた。ワークショップの中では、

今後の機器製作の持続可能性を考慮し、3 人 1 組 3 班構成の中で中核となるリーダーを設

定し、地元にノウハウを持ち帰り他の WRUA メンバーに伝授することができることも目

標の 1 つとして周知徹底した。なお、リーダー3 人のうち 2 人は KRCS ボランティアであ

り、ファシリテーターとして活躍することが期待される。 

機器製作ワークショップの後、実際に現地へ行き設置のためのガイダンスを行った。手順

としては、まず、機器の設置候補地として地元から推薦のあった場所を中心に現地調査を

行い、大町専門家の判断のもとでいくつかの機器の設置を行った。残りの機器については、

地元で KRCS ボランティアのファシリテートのもとに設置が進むように手配を行った。

この流れを、WRMA、WRUA、KRCS および地元住民有志に対して、本プロジェクトの

パイロット・サブ流域である Isiolo サブ流域、Lower Lumi サブ流域において実施した。 
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 6-1 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

第6章  広報活動 
 

ケニア国において、本プロジェクトの活動を広く知ってもらい、洪水管理への意識を高めてもら

うのとともに、活動をよりよいものへとするための意見や助言を獲得することを狙って各種の手

段を用いて広報活動を行った。 

 

6.1 ニューズレターの発行 

プロジェクトチームは、パイロット・サブ流域に

おけるプロジェクトチーム、WRMA および WRUA

の活動に関する情報を発信することを目的として、

ニューズレターを発行した。このニューズレター

は、WRMA 本局内に掲示するとともに、JCC やワー

クショップ、IFMC 会議等のあらゆる機会を通じ、

関係者に印刷物として配布した。本プロジェクト

期間中に発行したニューズレターを付属資料 4-9

に示す。 

 

 

6.2 メディアの活用 

2014 年 5 月 4 日に地元 TV 局である「QTV」から、

プロジェクトチームにFEWSの件で取材があった。

これにより、Kabalanet 地区での雨量計ならびに水

位計の設置の模様がテレビ放映された。 

 

  

写真 6.2-1 ローカルテレビ局の QTV より FEWS についての取材 

図 6.1-1 ニューズレター 
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6.3 VIDEO映像の配布 

2013年 11月時に実施した本邦研修終了時における研修修了証授与式の模様をビデオに収

録した。また、2014 年 3 月時において、Isiolo サブ流域と Lumi サブ流域でのパイロット

プロジェクトの一環で実施した構造物対策で建設した物件の引き渡しセレモニーをビデ

オに収録した。これらのビデオを DVD にして、WRMA、WRUA および地元住民等の関

係者へ配布した。 

 

  

写真 6.3-1 修了証授与式を収録したビデオ 
 

  

写真 6.3-2 引き渡しセレモニーを収録したビデオ 
 

6.4 動画投稿サイトへのアップロード 

2014 年 3 月時において、本プロジェクトでは Lumi 川流域の Taveta 地区で構造物対策工

事を竣工した。その引き渡しセレモニーならびにその一環で実施した Eldoro Primary 

School での洪水対策啓発劇をインターネット上の動画投稿サイトにアップロードし、事業

の PR を行った。 

 



 第Ⅳ部 
プロジェクト業務完了報告書 プロジェクトの活動内容（全成果共通） 

 6-3 ケニア共和国洪水に脆弱な地域における 
  効果的な洪水管理のための能力開発プロジェクト 

  

図 6.4-1 引き渡しセレモニーと洪水対策啓発劇の YouTube 動画 
 

6.5 ソーシャル・ネットワーク・サービスによるニュース配信 

2013 年 1 月時にプロジェクトチームが行った洪水現地調査を題材にソーシャル･ネット

ワーク･サービス上に“Flood Kenya”ページを作成し、その後に発生した洪水や WRMA

での洪水管理イベントについて情報や提言を掲示した。 
 

  

図 6.5-1 Facebook Page “Flood Kenya” 



 

ケニア共和国 
洪水に脆弱な地域における効果的な 

洪水管理のための能力開発プロジェクト 
 

プロジェクト業務完了報告書 
添付資料  



添付資料 リスト 

1. PDM 

2. 業務フローチャート 

3. 詳細活動計画 

4. 専門家派遣実績（要員計画） 

5. 研修員受入れ実績（著作物利用条件を含む） 

6. 供与機材・携行機材実績（引渡リストを含む） 

7. 合同調整委員会議事録等 

7.1    第 1回合同調整委員会議事録等 

7.2    第 2回合同調整委員会議事録等 

7.3    第 3回合同調整委員会議事録等 

7.4    第 4回合同調整委員会議事録等 

7.5    第 5回合同調整委員会議事録等 

7.6    第 6回合同調整委員会議事録等 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. PDM 
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Project Design Matrix Version 2                                                                         Creation date: 8 October 2013 
Project Name: The Project on Capacity Development for Effective Flood Management in Flood Prone Area     Duration: July 2011 – June2014 (3 years) 
                                                                                           Target Group: Working Group in WRMA 

 Narrative Summary Objectively Verifiable Indicator Means of Verification Important 
Assumption 

O
verall G

oal 

Institutional framework of flood 
management in the context of 
integrated water resource management 
is expanded to all of the six 
catchments. 
 

 WRMA’s Strategic Plan properly addresses flood management. 
 WRMA staff in charge of flood management has capacity to 

implement community based activities in the six catchments.  
 Flood management is incorporated in CMS and SCMP of flood prone 

areas in the six catchments 
 WRMA’s knowledge management mechanism (knowledge 

management) and training system function covering the six 
catchments are established. 
 Budget for flood management is secured in the six catchments. 

・ Strategic Plan of WRMA 
・ Training records and 

performance appraisal 
records 

・ CMS and SCMP 
・ WRMA’s activity records 

and training records 
 ・Financial records 

GOK maintains its 
strategy to 
promote flood 
management. 

Project Purpose 

In the Project target areas, institutional 
framework of flood management in the 
context of integrated water resource 
management is established for 
effective and sustainable 
implementation of community based 
activities. 

 Staff of WRMA in charge of flood management in the project target 
areas has capacity to implement community based activities.  
 Flood management is incorporated in CMS and SCMP of flood prone 

areas in the project target areas. 
 WRMA’s knowledge management mechanism (knowledge 

management) and triaging system function covering the project target 
areas are established. 
 Budget for flood management is secured in the project target areas. 

・ Training records, project 
records and performance 
appraisal records.  

・ Strategies and plans in the 
project target areas. 

 WRMS’s activity records 
and training records 

 Financial records 

Budget and 
personnel for 
flood management 
is allocated as 
planned.  

O
utputs 

1) At each level of WRMA 
(headquarters, regional offices and 
sub-regional offices), sustainable 
organizations in charge of flood 
management are strengthened. 

1-1 A future plan of WRMA on flood management covering personnel, 
budget and function is prepared. 

1-2 Catchment Management Strategies (CMSs) in the Project target 
areas properly integrate flood management. 

1-3 Training plan, training material and trainers are prepared. 
1-4 More than 12 % (40 numbers out of 319 technical staffs) of WRMA 

technical staffs attend training course by the end of this Project. 
1-5 WRMA’s institutional setup and budgetary systems for flood 

management are clearly defined and operated in the Project target 
areas. 

1.1 Project records 
1.2 CMS 
1.3 Project records 
1.4 Project records 
1.5 Project records and 

financial records 

 Trained staff 
continue 
working for 
WRMA 
 Residents in the 

pilot areas 
cooperate to the 
Project.  

2) For promoting community based 
activities of flood management, 
capacity of WRMA to support WRUAs 
and communities is strengthened. 

2-1 Flood management plans in the pilot areas are prepared. 
2-2 Materials describing the cases and lessons of the community based 

flood management activities are prepared. 
2-3 More than 25 number of WRMA staffs have experience of 

community based flood management activities in the Project target 
areas. 

2.1 Project records 
2.2 Project records 
2.3 Project records 
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 A
ctivities 

(1-1) Working Group (WG) analyzes the actual state of flood 
management at national, regional and sub-regional level 
respectively. 

(1-1-1) Institutional framework 
(1-1-2) Budget arrangement 
(1-1-3) Personnel allocation 
(1-1-4) Good practices  

(1-2) WRMA formulates a future plan of WRMA on flood 
management including personnel, budget and strategy. 

(1-3) WRMA elaborates Catchment Management Strategy 
(CMS) including flood management.  

(1-4) WRMA advises MWI to include a chapter of flood 
management in the National Water Resource 
Management Strategy 

(1-5) WRMA establishes a training system for WRMA staff.  
(1-5-1) Formulation of a training plan 
(1-5-2) Preparation of training manuals  
(1-5-3) Implementation of training courses for trainers 
(1-5-4) Implementation of training courses by the trainers 
(1-5-5) Evaluation and feedback of the outcomes from the 

training courses 
(1-5-6) Contribution to the relevant organization in terms of 

implementation of training courses  
(1-6) WRMA institutionalizes knowledge management 

mechanism at regional level and sub- regional level 
respectively  

(1-7) WRMA establishes institution and budgetary systems to 
address flood issues.  

Inputs 
Japan side 
 
1. Experts 

a) Chief Advisor / Flood 
management administration  

b) Flood management technology
c) Community based disaster 

management 
d) Promotion of disaster 

management activity 
e) Institution / Training 

 
The other field  will be considered 
when necessity arises  
 
2. Equipment 

a) Office equipment（Personal 
computer and printer etc.） 

b) Project vehicles 
 
3. C/P training in Japan 
 
4. Facilities and equipment for 
community based activities 

a) sub-contracting cost for local 
consultant 

b) material and equipment cost 
for community based activities

 
Kenya side 
 
1. Personnel allocation from 
Counter Part (C/P)  

a) Joint Coordinating 
Committee (JCC)  

b) Working Group (WG) 
  
2. Budget allocation 
 
3.  Office Space and Facilities 

a) Office space  
b) Depot space for construction 

materials, vehicles and other 
necessary equipment 

 
4. Local cost 
  

Flood 
management 
Unit is 
established. 
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 (2-1) WRMA determines pilot sub-catchments. 
(2-2) WG establishes a coordinating function among relevant 

stakeholders such as flood management forum. 
(2-3) WRMA analyzes the current situations of 

communities.(Baseline survey)   
(2-3-1) Capacity assessment of community on flood 

management 
(2-3-2) Risk analysis including flood disaster map 

(2-4) JCC determines pilot areas based on a baseline survey. 
(2-5) WG facilitates communities to prepare flood management 

plans in the pilot areas to be integrated in Sub-Catchment 
Management Plan (SCMP) 

(2-5-1) Study on good practices 
(2-5-2) Participatory planning 

(2-6) WG supports the implementation of community based 
activities based on the flood management plans.  

(2-7) WG monitors and evaluates the community based 
activities.  

(2-8) WG prepares materials describing the cases and the 
lessons based on the community based activities. 

(2-9) WG contributes the cases and the lessons of the 
community based activities to the knowledge 
management mechanism. 

   

 



 

 

 

 

 

 

 

 

2. 業務フローチャート 

  



2011 2012 2013 2014
6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7
2011 2012 2013 2014
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3. 詳細活動計画 

  



Attachment 2
Work Plan
Project Name: The Project on Capacity Development for Effective Flood Management in Flood Prone Area 8 October 2013

Aug Sep Oct Nov Dec Jan Feb Mar Apr May Jun
Work Items

Strucutral Measures
IFMC

Non-Structural Measures

Training in Kenya
　

Training in Japan

Knowledge Management

Report

JCC and Evaluation

Procurement Construction Post montoring

Planning of 
Manuals

Outline of 
procurement 
section of 
Manual

Procurement section of 
Manual and topics of 
case report

Finalizing a Manual and 
a case report

Mobilization of 
community

Maintenace
training

Feedback to 
knowledge 
management 
system

Flood Early Warning, Education on Disaster Mitigation and 
Livlihood Improvement conducted by KRCS

Making textbooks 
by lectures and 
editing textbooks

1st stage

Modify 
textbooks

2nd stage 2nd stage 3rd stage Modify WDC Manual

Planning  training 
programme

Coordination with 
receiving 
organization

Trainees to visit 
Japan

Determin 
purpose and 
output

Development of 
knowledge management 
system

Trial of knowledge 
management system

Preparing Progress 
Report No.3

Discussion on P/R 
No.3

Preparing Final 
Report

Discussion 
on F/R

JCC(6)

Finalizing 
Final 
Report

JCC(4)
Preparation for 
Completion 
Evaluation

Completion 
evaluation & 
JCC(5)

Instalation and workshop on CBFEWS



 

 

 

 

 

 

 

 

4. 専門家派遣実績（要員計画） 

  



6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Plan 1 540 18.00

Actual 1 540 18.00

Plan 1 570 19.00

Actual 1 570 19.00

540 18.00 570 19.00

540 18.00 570 19.00

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

Plan 8 97 3.23 368 12.27

Actual 8
+[1] (67) (30) (50) (64) (36) (53) (57) (28) (65) (15)

97 3.23 368 12.27

Plan 6 60 2.00 239 7.97

Actual 6
+[1] (30) (30) (53) (60) (28) (13) (21) (27) (37)

60 2.00 239 7.97

Plan 5 75 2.50 160 5.33

Actual 4
+[1] (45) (30) (38) (45) (38) (19) (20)

75 2.50 160 5.33

Plan 0 0 0.00 21 0.70

Actual 1
(21)

0 0.00 21 0.70

Plan 7 0 0.00 312 10.40

Actual 7
+[2] (53) (60) (15) (52) (40) (24) (53) (15)

0 0.00 312 10.40

 
232 7.73 1100 36.67

232 7.73 1100 36.67

Katsro KONDO
（Chief Advisor）

Works in
Kenya, Total

Plan

Actual

1st Contract 2nd Contract Hajime KOBAYASHI Katsro KONDO

FY 2014 Days M/M M/MName
(Assignment) Trip

Hajime KOBAYASHI
（Chief Advisor）

FY 2011 FY 2012 FY 2013

Days MM

Days

Taketoshi MATSUNAGA
（Institution/ Training Expert 2）

Yukihiro MIKUMO
（Disaster Management Activity
Promotion /Community Based

Disaster Management Assistant）

Works in
Kenya, Total

Plan

Actual

1W
or

k 
in

 K
en

ya

Hideki SAWA
（Team Leader / Disaster

Management Activity Promotion
Expert）

Masaru ARAKIDA
（Community Based Disaster

Management Expert）

Msayuki INOUE
（Institution/ Training Expert）

1st Contract 2nd Contract 1st Contract 2nd Contarct

FY 2014 Days MM

Dispachng Schedule
Republic of Kenya, Project on Capacity Development forEffective Flood Management in Flood Prone Areas

Name
(Assignment) Trip

FY 2011 FY 2012 FY 2013

2/5

1/30

2/5 3/28

3/13

3/4

3/19

4/2

4/16

6/4

6/24
[10]

7/16

7/8

7/12

[3]

[9]

[50]

8/9

8/3

9/16

9/13

8/30 9/17

10/6

10/15
[14]

11/11 12/16 1/8

1/8

1/8

2/1 2/28

[8]

2/22

2/28

[44]

4/14 6/23

6/30

6/25

7/18

[77]

[20
8/23 9/30

10/5 10/2

11/210/2

10/3
[8]

11/2

11/2

11/24

[21]

12/21

12/1

1/15

1/13 2/8

2/2

4/26

3/11 4/16

4/16

[37]

5/14 6/30

[49]

(50) (64) (36) (53 (57) (28) (65) (15)

(53) (60) (28) (13) (37)

(38) (45 (38) (19) (20)
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5. 研修員受入れ実績 

（著作物利用条件を含む） 

  











7 October 2013 
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REPUBLIC OF KENYA
PROJECT ON CAPACITY DEVELOPMENT 

FOR
EFFECTIVE FLOOD MANAGEMENT IN FLOOD PRONE AREA

Training course in Japan 

1. Title 
Effective Community Based Flood Management 

2. Purpose 
(1) To understand the background and outline of administrative system of flood management  in Japan 

(2) To understand the background and outline of community based flood management in Japan

(3) To understand roles and efforts of governmental organizations/institutions to support 

communities to conduct community based flood management activities 

(4) To understand roles and efforts of community leaders for conducting community based flood 

management activities 

3. Main Visiting Organization/ Institution 
Kouhu River and Road Office, Kanto Regional Development Bureau, Ministry of Land, Infrastructure, 

Transport and Tourism (MLIT) 

Yodo River Office, Kinki Regional Development Bureau, MLIT 

Yodo River Integrated Dam Group Operation Office, Kinki Regional Development Bureau, MLIT 

Biwako Office, Kinki Regional Development Bureau, MLIT 

Yamato River Office, Kinki Regional Development Bureau, MLIT 

4. Time and Duration 
19 days from 9 November 2013 to 27 November 2013. 

5. Prospective Candidates 

Name of Officer Position Institution 

1 Mr. Wilfred Ochenge Matagaro  Dep. Tech. Cord. Manager Water Resources Management Authority 

2 Mr. Alexander Nzyuko Dep. Tech. Cord. Manager Water Resources Management Authority 

3 Mr. Peterson Njiru Ass. Tech. Cord. Manager Water Resources Management Authority 

4 Ms. Elizabeth Akinyi Diego  Ass. Tech. Cord. Manager Water Resources Management Authority 

5 Ms. Rose Akinyi Nyamori  Ass. Tech. Cord. Manager Water Resources Management Authority 

6 Mr. Stephen Ngao  Ass. Tech. Cord. Manager Water Resources Management Authority 

7 Mr. Timothy Mutie  Ass. Tech. Cord. Manager Water Resources Management Authority 

8 Mr. Joseph Boit Catchment Man. Officer Water Resources Management Authority 



7 October 2013 
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9 Mr. Joseph Maina  Catchment Man. Officer Water Resources Management Authority 

10 Mr. Abraham Gitonga  Catchment Man. Officer Water Resources Management Authority 

11 Mr. Samuel Njihia Catchment Man. Officer Water Resources Management Authority 

12 Ms. Nancy Cherono Koech Hydrologist Ministry of Environment, Water and 

Natural Resources 

13 Mr. Joshua Ouma Ojwang Secretary Lower Gucha Migori Water Resource 

Users Association 

14 Mr. Fredy Emanuel Reuna Secretary Lower Lumi Water Resource Users 

Association

15 Mr. David Nabea Mwita Secretary Isiolo Water Resource Users Association 

6. Scheme 
Under County-Specific Training by JICA 
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Table1 Schedule 

No. Date Day Activities Venue Accommodation

- 2013/11/9 
Sat 

Move from Nairobi to Dubai (by Air) 

Move from Dubai to Narita (by Air) 

-
Flying Overnight 

- 2013/11/10 
Sun

Arrival to Narita 

Move to JICA Tokyo 

JICA Tokyo 
JICA Tokyo 

1 2013/11/11 
Mon

Briefing & Orientation (AM) 
Training Session (PM) 

JICA Tokyo/ 

NEWJEC Tokyo 
JICA Tokyo 

2 2013/11/12 Tue Training Session (All day) NEWJEC Tokyo JICA Tokyo 

3 2013/11/13 Wed Training Session (All day) NEWJEC Tokyo JICA Tokyo 

4 2013/11/14 Thu Training Session (All day) NEWJEC Tokyo JICA Tokyo 

5 2013/11/15 
Fri

Move from Tokyo to Yamanashi (by Bus) 
Site Visit 
Move from Yamanashi to Tokyo (by Bus) 

Fuji River  
(Yamanashi Pref.) 

JICA Tokyo 

6 2013/11/16 Sat Holiday - JICA Tokyo 

7 2013/11/17 Sun Holiday - JICA Tokyo 

8 2013/11/18 
Mon

Move from Tokyo to Osaka (by Train) 

Training Session (PM) 

NEWJEC Osaka 
Osaka City 

9 2013/11/19 
Tue 

Site Visit Yodo River  

(Osaka Pref.) 
Osaka City 

10 2013/11/20 
Wed 

Site Visit Yodo River  

(Osaka Pref.) 
Osaka City 

11 2013/11/21 
Thu

Site Visit Yamato River  

(Osaka Pref.) 

Osaka City 

12 2013/11/22 Fri Training Session (All day) NEWJEC Osaka Osaka City 

13 2013/11/23 
Sat 

Holyday 

Move from Osaka to Tokyo (by Train) 

-
JICA Tokyo 

14 2013/11/24 Sun Holyday - JICA Tokyo 

15 2013/11/25 Mon Training Session (All day) NEWJEC Tokyo JICA Tokyo 

16 2013/11/26 

Tue 

Presentation of APR (AM) 
Certificate Hand-over Ceremony (AM) 

Move from Narita to Dubai (by Air)(PM) 

JICA Head office Flying Overnight 

- 2013/11/27 Wed Move from Dubai to Nairobi (by Air) - - 





２．検討会等の開催 （２/２）

単価 金額

西田　雅 3号（従事者） ¥0 3時間（英語） ¥0 電車 受注企業・団体所属のため、謝金対象外

三雲　是宏 4号（従事者） ¥0 3時間（英語） ¥0 電車 受注企業・団体所属のため、謝金対象外

大川　尚範 6号（従事者） ¥0 3時間（英語） ¥0 電車 受注企業・団体所属のため、謝金対象外

井上　雅之 3号（従事者） ¥0 3時間（英語） ¥0 電車 受注企業・団体所属のため、謝金対象外

検討会等参加謝金　計 ¥0

３．原稿執筆
単価 金額

2013/11/11
大川　尚範 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム

英語 - - -

2013/11/11
波多野　真樹 / 国土交通省 関東地方整備局 荒川
下流河川事務所　/ 事務所長

日本語 - - -

2013/11/12 研修生 英語 - - -

2013/11/12
小林 肇 / 国土技術政策総合研究所
総合技術政策研究センター
建設マネジメント技術研究室 /主任研究員

英語 - - -

2013/11/12
朝位　孝二 / 山口大学大学院・理工学研究科
システム設計工学専攻 /　准教授

英語 9 ¥4,000 ¥36,000

2013/11/12 荒木田　勝 / アジア防災センター / 主任研究員 英語 -

2013/11/13 永田　宏和 / NPO法人プラス・アーツ / 理事長 日本語 16 ¥4,000 ¥64,000

2013/11/13
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

英語 - - -

2013/11/14
濱口　達男 / （株）ニュージェック　/ 副社長執行役
員

英語 - - -

2013/11/14
澤　秀樹 / （株）ニュージェック　国際事業本部土木
グループ土木チーム / チームマネジャー

英語 - - -

2013/11/14
大川　尚範 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム

英語 - - -

2013/11/14
大川　尚範 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム

英語 - - -

2013/11/14
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

英語 - - -

2013/11/14
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

英語 - - -

2013/11/15
小池 栄史　/ 国土交通省 関東地方整備局
甲府河川国道事務所 / 副所長

日本語 - - -

2013/11/18
濱口　達男 / （株）ニュージェック　/ 副社長執行役
員

英語 - - -

2013/11/18
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

英語 - - -

2013/11/18
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

英語 - - -

2013/11/19
志鹿　浩幸　/ 国土交通省近畿地方整備局淀川ダ
ム統合管理事務所 / 防災情報課長

日本語 - - -

2013/11/19
河元 隆利 / 国土交通省近畿地方整備局淀川河川
事務所 / 調査課長

日本語 - - -

2013/11/20
北野 正朗　/ 国土交通省　近畿地方整備局
琵琶湖河川事務所　/ 副所長

日本語 - - -

2013/11/20
大川　尚範 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム

日本補 - - -

2013/11/20
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

日本補 - - -

2013/11/21
国土交通省　近畿地方整備局
姫路河川国道事務所 / 調査第一課長

日本語 - - -

2013/11/22
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

英語 - - -

2013/11/22
大川　尚範 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム

英語 - - -

2013/11/22
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

英語 - - -

2013/11/23
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

英語 - - -

2013/11/25
西田　雅 / （株）ニュージェック　国際事業本部土木
グループ /　グループマネジャー

英語 - - -

2013/11/25
三雲　是宏 / （株）ニュージェック　国際事業本部土
木グループ土木チーム / マネジャー

日本補 - - -

原稿謝金　計 ¥100,000

件名 参加者名 役職名

現場説明のため、原則としてテキストは用いない予定

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

研修工程実績表

移動手段 備考年/月/日 格付 時間数 実施場所

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

パイロット工事の振り返り 受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

現場説明のため、原則としてテキストは用いない予定

2012/7/30

JICA本部
〒102-8012
東京都千代田区二番町５−２
５ 二番町センタービル

原稿謝金の受け取りをご辞退されるとのこと

使用言語 原稿枚数

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

原稿謝金の受け取りをご辞退されるとのこと

研修業務の一貫のため、原稿謝金対象外

原稿謝金の受け取りをご辞退されるとのこと

パワーポイントスライドのため、230語あたり1枚、4,000円/枚にて計算。

現場説明のため、原則としてテキストは用いない予定

原稿謝金の受け取りをご辞退されるとのこと

原稿謝金の受け取りをご辞退されるとのこと

原稿謝金の受け取りをご辞退されるとのこと

現場説明のため、原則としてテキストは用いない予定

視察フォローアップ対応（淀川水系の河川管理）

揖保川、加古川における洪水管理（仮）

コミュニティベースドハザードマップ

河川計画概論4（流出解析演習）

河川伝統校及び富士川水系の概要ならびに現地視察場所について

河川伝統工法を中心とする富士川の治水システム（信玄堤、中聖牛、霞堤、万
力林）
河川計画（洪水対策の展開）

平成24年台風18号時の対応について（仮）

淀川水系の河川管理（中下流域を中心として）（仮）

河川計画概論3（河川改修案の比較検討演習）

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

天ヶ瀬ダムの視察

復習及びフォローアップ対応
演習：アクションプラン・レポートの作成実習（中間報告）

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

現場説明のため、原則としてテキストは用いない予定

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

パワーポイントスライドのため、230語あたり1枚、4,000円/枚にて計算。

荒川下流域における河川管理（仮）

ケニアの洪水管理体制について（法制度と組織体制）

わが国の河川管理及び洪水管理に関する法制度と組織体制

復習及びフォローアップ対応
演習：アクションプラン・レポートの作成実習

淀川水系桂川（渡月橋をはじめとする台風18号による洪水氾濫被害地）

復習及びフォローアップ対応
演習：アクションプラン・レポートの作成実習

復習及びフォローアップ対応
演習：アクションプラン・レポートの作成実習

復習及びフォローアップ対応
演習：アクションプラン・レポートの作成実習

河川計画概論1（洪水対策、水資源管理の歴史）

河川計画概論2（ハードを中心とした洪水対策手法）

執筆者名

受注企業・団体所属のため、原稿謝金対象外

（株）ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ 国際事業本部　土木ｸﾞﾙｰプ　土木ﾁｰﾑ

復習及びフォローアップ対応
演習：アクションプラン・レポートの作成実習

淀川水系、揖保川水系の概要ならびに現地視察場所について

件名

自助・共助を活発化するための地域防災向上方策について

コミュニティ防災活動の事例と教訓

途上国での防災教育実施の経験に基づく実施・支援のノウハウの伝授

プログラムオリエンテーション

研修報告会

淀川水系の河川管理（上流域を中心として）（仮）

（株）ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ 国際事業本部　土木ｸﾞﾙｰプ　/　グループマネジャー

（株）ﾆｭｰｼﾞｪｯｸ 国際事業本部　土木ｸﾞﾙｰプ　土木ﾁｰﾑ  / マネジャー

備考

(株)ガイア技術士事務所



著作物の利用条件一覧 

 

様式 6-2 

テキストリスト（今年度新規作成・購入分） 

コース名：ケニア「洪水管理」/ 

 Counterpart training course - Effective community based flood management - 

No. テキスト名 講義名 講師名 使用日 利用許諾内容 

1 自助・共助を活発化す

るための地域防災向

上方策について 

同左 朝位 孝二 2013/11/12 (1)-a),b),c) 

(2)-a),b),c) 

(3)-a),b) 

2 コミュニティ防災活

動の事例と教訓 

同左 荒木田 勝 2013/11/12 (1)-a),b),c) 

3 途上国での防災教育

実施の経験に基づく

実施・支援のノウハウ

の伝授 

同左 永田 宏和 2013/11/13 (1)-a),b),c) 

(3)-a) 
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PROGRAMME OF THE FIRST JOINT COORDINATING COMMITTEE OF THE PROJECT ON 
CAPACITY DEVELOPMENT FOR EFFECTIVE FLOOD MANAGEMENT IN FLOOD PRONE 
AREAS 
 
 
VVenue:  Kenya School of Monetary Studies 
 
 
Date:   18th August, 2011 
 
 
TIME  TOPIC  FACILITATOR  
08.30 – 09.00 Registration TM 
09.00– 09.20 Introduction and Welcome remarks 

 
Technical 
Manager, WRMA 

09.20– 09.45 Official opening speech 
 

PS, MWI 

09.45– 10.15 Speech by JICA chief representative 
 

JICA Chief 
Representative 

10.15 – 10.45 TEA BREAK  
10.45 – 11.30 Introduction of the project  

 
CEO -WRMA 

11.30 – 12.00 Presentation of the project 
 

Project Chief 
Advisor 

12.00– 13.00 Plenary discussion CEO -WRMA 

13.00 – 14.00 LUNCH BREAK  
14.00 – 14.15 Signing of Minutes of Meeting and official 

launch  
 

(PS, CEO, JICA 
and CA) 

14.15 – 14.45 Speech by Representative, Embassy of 
Japan 
 

Representative, 
Embassy of 
Japan 

14.45 – 15.00 Closure of the meeting Director of WR, 
MWI 

 



LIST OF PARTICIPANTS  OF THE FIRST JOINT COORDINATING COMMITTEE OF THE PROJECT 
ON CAPACITY DEVELOPMENT FOR EFFECTIVE FLOOD MANAGEMENT IN FLOOD PRONE AREAS 

– SCHOOL OF MONETARY STUDIES – 18TH AUGUST, 2011 
�
S/No. NAME DESIGNATION 

 
ORGANIZATION 

1.  Samuel Gor Sub Regional Manager – Kisii Sub 
Region 
 

WRMA 

2.  Joseph K. Mutua Water Resource Project Officer WRMA 
 

3.  Bilancio Maturwe Ag. Regional Manager, Athi 
Catchment Area 
 

WRMA 

4.  Janerose W. Maina  Assistant, CMO – Nortulesh-Lumi 
Sub Region 
 

WRMA 

5.  Simon Wang’ombe Regional Manager 
Ewaso Ng’iro North Catchment 
Area 
 

WRMA 

6.  John Masila Ngilu Surface Water Officer 
Athi Catchment Area 

WRMA 

7.  John Kinyua Samuel Catchment Management Officer - 
Middle Ewaso Ng’iro Sub Region 
 

WRMA 

8.  Gideon Mikwa Catchment Management Officer - 
Middle Ewaso Ng’iro Sub Region 
 

WRMA 

9.  Reuben Ngessa Ag. Surface Water Officer – Lake 
Victoria South Catchment Area 
 

WRMA 

10.  John Kinyanjui Surface Water Officer - Ewaso 
Ng’iro North Catchment Area 
 

WRMA 

11.  Jacqueline N. Mboroki Sub Regional Manager - Middle 
Ewaso Ng’iro Sub Region 
 

WRMA 

12.  Reuben Chepkonga PO, ENVT  Water Services 
Trust Fund 

13.  Leah Mukiite WRUA Coordinator WRMA 
 

14.  James Ambuso Finance & Administration Manager WRMA 
 

15.  Elizabeth Luvonga Public Relations Officer WRMA 
 

16.  Francis Edalia Operations Manager WRMA 
 

17.  Simintei Kooke DD/SW Ministry of Water 
& Irrigation 

18.  Kelvin Mutinda Finance Officer Ministry of Finance 
 

19.  William O. Ogola DD/RM Ministry of 
Regional 
Development 
 



20.  Lawrence Thooko Surface Water Officer WRMA 
 

21.  Eng. Joseph Kinyua Technical Manager WRMA 
 

22.  Taichi Minamitani  JICA 
 

23.  Eng. Peter Waithaka Water Conservation Officer WRMA 
 

24.  Samuel Chege Catchment Management Officer WRMA 
 

25.  Joseph Maina Catchment Management Officer WRMA 
 

26.  Peter Njiru CLRO  
 

27.  Hideki Sawa JICA Expert JICA 
 

28.  Peterson Njiru Database Officer WRMA 
 

29.  Masayuki Inoue JICA Expert JICA 
 

30.  Masaru Arakida JICA Expert JICA 
 

31.  Mikio Ishiwatari  JICA 
 

32.  Hajime Kobayashi JICA Expert JICA 
 

33.  Kenneth Irungu Mwangi Driver Avenue Car Hire 
 

34.  Gerald Mwangi Driver – Hqs WRMA 
 

35.  Patrick King’ori Driver JICA 
 

36.  Joshia Martin Driver – Hqs WRMA 
 

37.  Joshua Owich Driver Ministry of Water 
& Irrigation 
 

38.  Joseph Mutunga Driver – Athi Catchment Area WRMA 
 

39.  B. Okwiri Driver  Ministry of Water 
& Irrigation 
 

40.  Nancy Kamuri Driver – Hqs WRMA 
 

41.  Dida Jillo Driver – Ewaso Ngiro Catchment 
Area 
 

WRMA 

42.  Elijah Misiani Driver – Lake Victoria South 
Catchment Area  
 

WRMA 

43.  Waweru Miriam Executive Secretary WRMA 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

7. 合同調整委員会議事録等 

7-2 第 2回合同調整委員会議事録等 

  

















2nd Joint Coordinating Committee Meeting 

on 

the Project of Capacity Development for Effective Flood Management  

in 

Flood Prone Areas (PCDEFM) 

 

Agenda 

 

 

Date: Tuesday 7 August 2012 

Time: 14:00 – 16:30 (2 h 30 min) 

Venue: KCB Leadership Centre- Karen 

 

Objectives: 

 To authorize PDM indicator within 5 months of the project commencement. 

 To approve the annual work plan of the project 

 To review and evaluate the general progress of the project 

 To exchange opinions on issues regarding the project. 

 To discuss any other issues pertinent to the smooth implementation of the Project 

 

 

14:00-14:15  Registration (15 min) 

 

14:15-14:20:  Opening Remarks from MWI (5 min) 

 

14:20-14:25: Opening Remarks from WRMA (5 min) 

 

14:25-14:30 Opening Remarks from JICA (5 min) 

 

14:30-15:00  Presentation of Progress Report from JICA Project Team (30 min) 

 

15:00-15:45 Discussion (45 min) 

 

15:45-16:00:  Break (15 min) 

 

16:00- 16:30:  Wrap up and Closing Remarks (30 min) 
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3rd Joint Coordinating Committee Meeting 
on 

the Project of Capacity Development for Effective Flood Management  
in 

Flood Prone Areas (PCDEFM) 
 

Agenda 
 

 

Date: Wednesday 13 February 2013 
Time: 9:00 – 13:00 (TBC) 
Venue: NHIF Auditorium, 2nd floor Wing B, NHIF Building, Nairobi  
 
Objectives: 
� To review and evaluate the general progress of the project 
� To approve the annual work plan of the project 
� To exchange opinions on issues regarding the project. 
� To discuss any other issues pertinent to the smooth implementation of the Project 
 
 
8:30-9:00  Registration (30 min) 
 
9:00 - 9:10:  Opening Remarks from MWI (10 min) 
9:10 - 9:15: Opening Remarks from WRMA (5 min) 
9:15 - 9:20 Opening Remarks from JICA (5 min) 
9:20 - 9:40  Progress Report from JICA Project Team (20 min) 
9:40 - 10:10 Result of the Mid-Term Evaluation of the Project from JICA Study Team (30 min) 
10:10 - 11:00 Discussion (50 min) 
11:00 - 11:20  Tea Break (20 min) 
11:20 - 11:40  Next Steps including Training Programme from Project Team (20 min) 
11:40 – 12:00 Recommendations from JICA Study Team (20 min) 
12:00- 12:50:  Wrap Up Discussion (50 min) 
12:50- 13:00:  Closing Remarks from WRMA (10 min) 
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4th Meeting of Joint Coordinating Committee (JCC)  

on 

the Project of Capacity Development for Effective Flood Management  

in 

Flood Prone Areas (PCDEFM) 

 

Agenda 

 

Date: Tuesday 8 October 2013 

Time: 9:00 – 13:00 

Venue: Utalii College, Nairobi 

 

Moderator: Eng. Wilfred Matagaro, DTCM (Flood Management), WRMA  
8:30- 9:00  Registration (30 min)  

9:00 - 9:05 Opening Remarks from MEWNR (5 min) Mr. Nyaoro, Dir. Of 

Water Resouces, 
MEWNR 

9:05 - 9:10 Opening Remarks from WRMA (5 min) Eng. Olum, CEO, 

WRMA 

9:10 - 9:15 Opening Remarks from JICA (5 min) Mr. Eguchi, Chief 

Representative, JICA 

Kenya Office 

9:15 - 9:55  Progress in Isiolo River Basin (Presentation: 30 min; 
discussion: 10min) 

Mr. Kinyunjui,  MEN 
SRM, WRMA 

9:55 - 10:35 Progress in Lumi River Basin (Presentation 30 min; 

discussion: 10 min) 

Mr. Musau, NTL SRM, 

WRMA 

10:35- 11:05 Progress in Gucha Migori River Basin (Presentation 20 
min; discussion: 10min) 

Mr. Maturwe, SSGM 
SRM, WRMA 

11:05 – 11:20 Tea break (15 min)  

11:20 – 11:45 WRMA Flood Management Training Course in Kenya 

and in Japan (Presentation: 15 min; discussion: 10 min) 

Eng. Kondo, JICA 

Project Team 

11:45 – 12:00 Project Design Matrix and Work Plan (15 min) Mr. Sawa, JICA Project 
Team 

12:00 – 12:15 Non-structural measures in cooperation with KRCS in 

the target areas (15 min) 

Kenya Red Cross 

Society 

12:15 - 12:50 Wrap up Discussion (35 min)  

12:50 - 12:55  Closing Remarks from MEWNR (5 min) Dir. Nyaoro, MEWNR 

12:55 - 13:00 Closing Remarks from WRMA (5 min) Eng. Olum, WRMA 
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